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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷に用いるスクリーンを清掃する装置であって、
　前記スクリーンの付着物を拭き取るための布が着脱可能に装着された拭取部と、
　前記拭取部を垂直方向に移動させる第１垂直移動部と、
　前記スクリーンの付着物を吸引する吸引部と、
　前記吸引部を垂直方向に移動させる第２垂直移動部と、
　前記拭取部を含む前記第１垂直移動部と前記吸引部を含む前記第２垂直移動部を前記垂
直方向と直交する水平方向に移動させる水平移動部とを備え、
　前記水平移動部は、前記垂直方向と直交するＹ方向に移動可能なＹ移動台と、前記Ｙ移
動台に前記垂直方向と直交する方向であって前記Ｙ方向とも直交するＸ方向に移動可能に
載置されるＸ移動台とを有しており、
　前記拭取部を含む前記第１垂直移動部と前記吸引部を含む前記第２垂直移動部は、前記
Ｘ移動台に配設され、
　前記第１垂直移動部を動作させることにより前記拭取部を上昇又は下降させて前記スク
リーンの一面に接触させると共に前記水平移動部を動作させることにより前記拭取部を水
平移動させて前記スクリーンから前記付着物を拭き取り、その後、前記第２垂直移動部を
動作させることにより前記吸引部を上昇又は下降させて前記スクリーンの一面に接触させ
る共に前記水平移動部を動作させることにより前記吸引部を水平移動させて前記スクリー
ンから前記付着物を吸引する
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　ことを特徴とする印刷用スクリーンの清掃装置。
【請求項２】
　前記布は、複数の拭取面を有し、
　前記拭取部を回転させることにより前記複数の拭取面のうち前記スクリーンに接触する
面を変更させる回転部を備えた請求項１に記載の印刷用スクリーンの清掃装置。
【請求項３】
　前記拭取部と相対的に水平移動しながら溶剤を滴下することにより当該溶剤を前記拭取
部に含浸させる溶剤滴下部を備えた請求項１に記載の印刷用スクリーンの清掃装置。
【請求項４】
　印刷に用いるスクリーンの付着物を拭取部で拭き取って、吸引部で吸引することにより
、前記スクリーンを清掃する方法であって、
　前記拭取部には、前記付着物を拭き取るための布が着脱可能に装着されており、
　前記拭取部及び吸引部を退避位置から前記スクリーンに水平移動させ、
　前記拭取部を垂直移動させて前記スクリーンの裏面に接触させ、
　前記拭取部を所定の経路で水平移動させて前記付着物を拭き取り、
　前記拭取部を垂直移動させて前記スクリーンから離すと共に前記吸引部を垂直移動させ
て前記スクリーンの裏面に接触させ、
　前記吸引部を水平移動させて前記付着物を吸引し、
　前記吸引部を垂直移動させて前記スクリーンから離す
　ことを特徴とする印刷用スクリーンの清掃方法。
【請求項５】
　前記布は、複数の拭取面を有しており、
　前記布における前記複数の拭取面のうち一の拭取面による拭取動作を所定回数完了後、
前記拭取部を回転させて前記布における前記複数の拭取面のうち他の拭取面に交替させる
請求項４に記載の印刷用スクリーンの清掃方法。
【請求項６】
　前記拭取部を前記退避位置から前記スクリーンに近づける前に、溶剤を滴下することに
より当該溶剤を前記拭取部に含浸させ、その後に、前記拭取部を前記スクリーンに近づけ
る請求項４に記載の印刷用スクリーンの清掃方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、印刷に用いるスクリーンを清掃する装置及び方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
電子部品が搭載される基板に回路パターンを形成する方法としては、スクリーン印刷法が
多用されている。このスクリーン印刷法は、近年の部品実装の高密度化に伴って、高精度
化が要求されてきているが、そのためにはスクリーンの開口部に目詰まりしたり、裏面に
回ったクリーム半田や導電性ペースト等をいかに確実に除去できるかが重要な要素となる
。
【０００３】
図５は、従来の印刷用スクリーンの清掃装置の一例を示す側面図である。
この印刷用スクリーンの清掃装置１０は、ロールペーパ１１が、２つの駆動ローラ１２に
懸け渡され、ロールペ－パ１１の下面略中央部が、溶剤タンク１３から延びる供給管１４
の先端により上方に突き上げられた構成となっている。さらに、真空吸引機構１５が、真
空ポンプ１６に接続され、ロールペーパ１１の側に配置された構成となっている。そして
、これらは、上下機構１７により上下動可能に構成されている。
【０００４】
このような構成において、その動作例を説明する。
スクリーン１は、印刷終了後に印刷用スクリーンの清掃装置１０の上方に水平移動されて
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清掃が開始される。先ず、ロールペーパ１１及び真空吸引機構１５を上下機構１７により
上昇させて、ロールペーパ１１の上面略中央部及び真空吸引機構１５の吸引口１５ａをス
クリーン１の裏面に接触させる。次に、溶剤を溶剤タンク１３から供給管１４を介してロ
ールペーパ１１の下面略中央部に供給し、駆動ローラ１２を駆動してロールペーパ１１を
巻き上げると共に、真空ポンプ１６を駆動して吸引口１５ａを負圧にする。同時に、スク
リーン１を水平移動させる。これにより、スクリーン１の開口部に目詰まりしたり、裏面
に回ったクリーム半田や導電性ペースト等は、ロールペーパ１１の上面で拭き取られると
共に、吸引口１５ａから真空吸引される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来の印刷用スクリーンの清掃装置１０は、スクリーン１の付着物の拭き取りに
使い捨てのロールペーパ１１を使用しているため、コストが嵩み、使用済のペーパを廃棄
する必要がある。また、スクリーン１の付着物の拭き取り動作は、スクリーン１に対して
一定方向であるため、スクリーン１に拭きムラや拭き癖が残り易く、スクリーン印刷の精
度が低下する。
【０００６】
　本発明は、上述した事情から成されたものであり、スクリーンの付着物を使い捨てのロ
ールペーパを用いずに低コストかつ省資源で拭き取ることができ、直線動作や斜め動作等
の任意の拭き取り動作を行うことでスクリーン印刷の精度を良好に保つことができる印刷
用スクリーンの清掃装置及び清掃方法を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的は、本発明にあっては、印刷に用いるスクリーンを清掃する装置であって、前
記スクリーンの付着物を拭き取るための布が着脱可能に装着された拭取部と、拭取部を垂
直方向に移動させる第１垂直移動部と、スクリーンの付着物を吸引する吸引部と、吸引部
を垂直方向に移動させる第２垂直移動部と、拭取部を含む第１垂直移動部と吸引部を含む
第２垂直移動部を垂直方向と直交する水平方向に移動させる水平移動部とを備えている。
水平移動部は、垂直方向と直交するＹ方向に移動可能なＹ移動台と、Ｙ移動台に垂直方向
と直交する方向であってＹ方向とも直交するＸ方向に移動可能に載置されるＸ移動台とを
有している。拭取部を含む第１垂直移動部と吸引部を含む第２垂直移動部は、Ｘ移動台に
配設されている。そして、第１垂直移動部を動作させることにより拭取部を上昇又は下降
させてスクリーンの一面に接触させると共に水平移動部を動作させることにより拭取部を
水平移動させてスクリーンから付着物を拭き取り、その後、第２垂直移動部を動作させる
ことにより吸引部を上昇又は下降さえてスクリーンの一面に接触させる共に水平移動部を
動作させることにより吸引部を水平移動させてスクリーンから付着物を吸引することによ
り達成される。
【０００８】
　また、上記目的は、本発明にあっては、印刷に用いるスクリーンの付着物を拭取部で拭
き取って、吸引部で吸引することにより、スクリーンを清掃する方法であって、拭取部に
は、付着物を拭き取るための布が着脱可能に装着されており、拭取部及び吸引部を退避位
置からスクリーンに水平移動させ、拭取部を垂直移動させてスクリーンの裏面に接触させ
、拭取部を所定の経路で水平移動させて付着物を拭き取り、拭取部を垂直移動させてスク
リーンから離すと共に吸引部を垂直移動させてスクリーンの裏面に接触させ、吸引部を水
平移動させて付着物を吸引し、吸引部を垂直移動させて前記スクリーンから離すことによ
り達成される。
【０００９】
上記構成によれば、従来のロールペーパタイプから着脱可能なウエスタイプに変更して、
直線動作や斜め動作等の任意の拭き取り動作を行えるようにしているので、コストを低減
させ、使用済のペーパの発生も無く、また、拭きムラや拭き癖を残さず、スクリーン印刷
の精度を向上させることができる。
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【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施の形態を添付図面に基づいて詳細に説明する。
なお、以下に述べる実施の形態は、本発明の好適な具体例であるから、技術的に好ましい
種々の限定が付されているが、本発明の範囲は、以下の説明において特に本発明を限定す
る旨の記載がない限り、これらの形態に限られるものではない。
【００１１】
　図１は、本発明の印刷用スクリーンの清掃装置の実施形態の全体構成を示す斜視図であ
る。この印刷用スクリーンの清掃装置１００は、スクリーン１の付着物を拭き取る拭取部
１１０、拭取部１１０を垂直方向に移動させる第１垂直移動部１２０、スクリーン１の付
着物を吸引する吸引部１３０、吸引部１３０を垂直方向に移動させる第２垂直移動部１４
０、拭取部１１０と吸引部１４０を水平方向に移動させる水平移動部１５０、拭取部１１
０を回転させる回転部１６０、溶剤を滴下する溶剤滴下部である滴下部１７０及び各部の
動作を制御する制御部１８０で大略構成されている。
【００１２】
このような構成の印刷用スクリーンの清掃装置１００は、クリーム半田や導電性ペースト
等を用いて基板等に所定のパターンを印刷するスクリーン印刷機のスクリーン１の下方に
一体的に配設され、各移動部１２０、１４０、１５０を適宜動作させることにより、拭取
部１１０と吸引部１３０を順にスクリーン１の裏面に接触移動させて付着物を拭き取り、
吸引する。
【００１３】
拭取部１１０は、プラスチックで成る角柱状の保持部材１１１の周囲に、スクリーン１の
付着物を拭き取るための不織布等で成る布（ウエス）１１２が着脱可能に巻回された構成
となっている。保持部材１１１の両端は、台座１１３に装着されている回転部１６０、即
ちバネ１６１を備えた可動軸１６２とステップモータ１６３の回転軸１６４に回転可能に
、かつ着脱可能に軸支持されている。このような構成によれば、ステップモータ１６３を
駆動して保持部材１１１を所定角度回転させることにより、布１１２の拭取面を交替させ
ることができる。
【００１４】
また、可動軸１６２を外側に引っ張って保持部材１１１の一端から抜き、拭取部１１０を
台座１１３から外すことにより、布１１２を交換することができる。尚、この例の保持部
材１１１は、四角柱状に形成されているが、任意の角柱状に形成してもよい。また、バネ
１６１を備えた可動軸１６２の代わりに、エアシリンダや油圧シリンダを用いてもよい。
【００１５】
第１垂直移動部１２０は、台座１１３とこの台座１１３の下方に位置するＸ移動台１５１
の間に配設された２つのエアシリンダ１２１で構成されている。各エアシリンダ１２１は
、Ｚ方向（垂直方向）が駆動方向となるようにして台座１１３の両端下部をそれぞれ支持
するように配設されている。このような構成によれば、各エアシリンダ１２１を同時に同
方向に駆動させることにより、拭取部１１０を上下動させることができる。尚、エアシリ
ンダ１２１の代わりに、油圧シリンダやモータとボールネジ・ナットの組み合わせを用い
てもよい。
【００１６】
吸引部１３０は、プラスチックで成る中空角柱状の吸引口１３１が上方を向くようにして
台座１３２に固定された構成となっている。吸引口１３１の末端には、真空ポンプ１３３
が接続されている。このような構成によれば、真空ポンプ１３３を駆動させることにより
、吸引口１３１を負圧にすることができる。
【００１７】
第２垂直移動部１４０も、第１垂直移動部１２０と同様に、台座１３２とこの台座１３２
の下方に位置するＸ移動台１５１の間に配設された２つのエアシリンダ１４１で構成され
ている。各エアシリンダ１４１は、Ｚ方向（垂直方向）が駆動方向となるようにして台座
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１３２の両端下部をそれぞれ支持し、かつ吸引部１３０が拭取部１１０と並ぶように配設
されている。このような構成によれば、各エアシリンダ１４１を同時に同方向に駆動させ
ることにより、吸引部１３０を上下動させることができる。尚、エアシリンダ１４１の代
わりに、油圧シリンダやモータとボールネジ・ナットの組み合わせを用いてもよい。
【００１８】
水平移動部１５０は、Ｘ方向（水平方向）に移動可能なＸ移動台１５１と、このＸ移動台
１５１の下部に配設され、Ｙ方向（水平方向）に移動可能なＹ移動台１５２と、Ｘ移動台
１５１を移動させるＸモータ１５３及びＸボールネジ・ナット１５４、１５５と、Ｙ移動
台１５２を移動させるＹモータ１５６及びＹボールネジ・ナット１５７、１５８で構成さ
れている。このような構成によれば、Ｘモータ１５３及びＹモータ１５６を適宜駆動させ
ることにより、拭取部１１０と吸引部１３０を同時に水平移動させることができる。尚、
水平移動部１５０を別体で構成せず、スクリーン印刷機の水平移動部を利用するようにし
てもよい。
【００１９】
滴下部１７０は、図示しない溶剤供給源から供給される溶剤を吐出する吐出弁１７１と、
溶剤を滴下するノズル１７２で構成されている。このような構成によれば、ノズル１７２
の下方で拭取部１１０を水平移動させながら、ノズル１７２から溶剤を滴下することによ
り、布１１２の拭取面上に溶剤を均一に染み渡らせることができる。尚、滴下部１７０自
体が単独で水平移動可能なように構成してもよい。
【００２０】
制御部１８０は、拭取部１１０、第１垂直移動部１２０、吸引部１３０、第２垂直移動部
１４０、水平移動部１５０、回転部１６０及び滴下部１７０の動作をプログラム制御する
機能を有する。特に、印刷対象物である基板の寸法データと面付けデータに基づいて、拭
取部１１０の拭き取り動作範囲を設定する。
【００２１】
このような構成において、その動作例を図２～図４を参照して説明する。
初期状態においては、拭取部１１０や吸引部１３０等は、退避位置、即ちスクリーン１の
下方から水平方向に所定距離離れた位置であって、滴下部１７０の下方に拭取部１１０が
配置される位置に退避している（図２のＡの位置）。制御部１８０は、スクリーン印刷機
から拭き取り開始信号を受けると、Ｘモータ１５３を駆動して拭取部１１０をＸ方向に往
復移動させる（図２（Ａ）の矢印ａ）と同時に、吐出弁１７１を開放してノズル１７２か
ら布１１２の上面に溶剤を直線状に滴下させる（図２（Ｂ）の矢印ｂ）。尚、この溶剤滴
下は、湿式の清掃の場合は必須であるが、乾式の清掃の場合は省略する。
【００２２】
次に、制御部１８０は、Ｙモータ１５６を駆動して拭取部１１０及び吸引部１３０を退避
位置から水平に移動させ（図２（Ｂ）の矢印ｃ）、スクリーン１に形成されている基板エ
リアの手前であって、スクリーン１の裏面下方（以下、開始位置という）に位置決めする
（図２（Ｂ）のＢの位置）。そして、第１垂直移動部１２０を駆動して拭取部１１０を垂
直に上昇させ（図２（Ｂ）の矢印ｄ）、布１１２の上面をスクリーン１の裏面に接触させ
る。
【００２３】
次に、制御部１８０は、Ｘモータ１５３及びＹモータ１５６を駆動して、拭取部１１０を
基板の寸法データと面付けデータに基づく基板エリアの範囲をカバーするように設定され
ている拭き取り動作範囲内で水平動作させ、布１１２の上面でスクリーン１の裏面に付着
しているクリーム半田等を拭き取らせ、荒拭きを完了する。このときの拭取部１１０の拭
き取り動作としては、図２の矢印ｅに示すように、スクリーン１に対して所定の送りピッ
チで略平行に水平移動させて拭き取る平行動作拭き、あるいは図４の矢印ｆに示すように
、スクリーン１に対して所定の送りピッチで斜めに水平移動させて拭き取る対角動作拭き
が採られる。尚、この場合は１回の荒拭き動作で終了しているが、任意の回数を設定する
ことができる。
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【００２４】
荒拭き取り動作完了後、制御部１８０は、第１垂直移動部１２０を駆動して拭取部１１０
を垂直に下降させ（図２（Ｂ）の矢印ｇ）、Ｘモータ１５３及びＹモータ１５６を駆動し
て、拭取部１１０及び吸引部１３０を水平に移動させ開始位置に位置決めする。そして、
制御部１８０は、第２垂直移動部１４０を駆動して吸引部１３０をＺ方向に上昇させ（図
３（Ｂ）の矢印ｈ）、吸引口１３１をスクリーン１の裏面に接触させる。
【００２５】
そして、制御部１８０は、Ｙモータ１５６を駆動して吸引部１３０を水平動作させると共
に、真空ポンプ１３３を駆動させ、吸引口１３１でスクリーン１の裏面に付着している残
りのクリーム半田等を吸引させる。このときの吸引部１３０の吸引動作としては、図３の
矢印ｉに示すように、スクリーン１に対して一方向（Ｙ方向）に水平移動させて吸引する
一方向動作吸引が採られる。尚、この場合は１回の吸引動作で終了しているが、任意の回
数を設定することができる。
【００２６】
吸引動作完了後、制御部１８０は、第２垂直移動部１４０を駆動して吸引部１３０を垂直
に下降させ（図３（Ｂ）の矢印ｊ）、Ｙモータ１５６を駆動して、図３の矢印ｋに示すよ
うに、拭取部１１０及び吸引部１３０を水平に移動させ開始位置に位置決めする。そして
、制御部１８０は、ステップモータ１６３を駆動して拭取部１１０を９０°回転させ、布
１１２の拭取面を交替させる。そして、第１垂直移動部１２０を駆動して拭取部１１０を
垂直に上昇させ、布１１２の上面をスクリーン１の裏面に接触させて上述した拭き取り動
作を再度実行し、仕上げ拭きを完了する。
【００２７】
尚、この場合は１回の仕上げ拭き動作で終了しているが、任意の回数を設定することがで
きる。また、この仕上げ拭きは、荒拭きと吸引のみでスクリーン１をほぼ清掃できる場合
は、省略してもよい。その後、制御部１８０は、Ｙモータ１５６を駆動して拭取部１１０
及び吸引部１３０を開始位置から水平に移動させ（図２（Ｂ）の矢印ｌ）、退避位置に退
避させて清掃を完了する。尚、次の清掃までのインターバルは任意に設定することができ
る。
【００２８】
ここで、荒拭きに用いた拭取面や仕上げ拭きに用いた拭取面は、例えば３０回の拭き取り
動作完了後に拭取部１１０を回転させて他の拭取面に交替させるようにする。このとき、
拭き取り回数をカウントしておき、設定回数をオーバーしたらアラームを鳴らすようにす
れば、拭取面の交替を確実に行うことができる。このように、拭取面の更新が容易に行え
るので、清掃効率を高めることができる。
【００２９】
また、全拭取面を使用した後は、拭取部１１０を取外して布１１２を保持部材１１１から
剥がし、新たな布１１２を巻回すると共に、使用済みの布１１２は洗浄するようにする。
このように、布１１２の交換が容易に行えると共に、布１１２の再使用が可能となるので
、清掃効率を高めることができると共に、清掃コストを低減させることができる。
さらに、Ｘモータ１５３及びＹモータ１５６の回転を可変とすることにより、荒拭き速度
と仕上げ拭き速度をそれぞれ設定したり、送りピッチを任意に設定することができる。
【００３０】
【発明の効果】
以上に述べたように、本発明によれば、スクリーンの付着物を低コストかつ省資源で拭き
取ることができ、スクリーン印刷の精度を良好に保つことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の印刷用スクリーンの清掃装置の実施形態の全体構成を示す斜視図。
【図２】図１の印刷用スクリーンの清掃装置の動作例を示す第１の平面図。
【図３】図１の印刷用スクリーンの清掃装置の動作例を示す第２の平面図。
【図４】図１の印刷用スクリーンの清掃装置の別の動作例を示す平面図。
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【図５】従来の印刷用スクリーンの清掃装置の一例を示す側面図。
【符号の説明】
１・・・スクリーン、１００・・・印刷用スクリーンの清掃装置、１１０・・・拭取部、
１１１・・・保持部材、１１２・・・布（ウエス）、１１３・・・台座、１２０・・・第
１垂直移動部、１２１・・・エアシリンダ、１３０・・・吸引部、１３１・・・吸引口、
１３２・・・台座、１４０・・・第２垂直移動部、１４１・・・エアシリンダ、１５０・
・・水平移動部、１５１・・・Ｘ移動台、１５２・・・Ｙ移動台、１５３・・・Ｘモータ
、１５４・・・Ｘボールネジ、１５５・・・Ｘボールナット、１５６・・・Ｙモータ、１
５７・・・Ｙボールネジ、１５８・・・Ｙボールナット、１６０・・・回転部、１６１・
・・バネ、１６２・・・可動軸、１６３・・・ステップモータ、１６４・・・回転軸、１
７０・・・滴下部、１７１・・・吐出弁、１７２・・・ノズル、１８０・・・制御部

【図１】 【図２】
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【図５】
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